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群 馬 県 動 物 愛 護 指 導 施 設 （ 仮 称 ア ニ マ

ル プ ラ ザ ） 建 設 事 業 に 係 る 事 業 認 定 理

由 に つ い て

第 １ 起 業 者 の 名 称 群 馬 県

第 ２ 事 業 の 種 類 群 馬 県 動 物 愛 護 指 導 施 設 （ 仮

称 ア ニ マ ル プ ラ ザ ） 建 設 事 業

第 ３ 起 業 地

１ 収 用 の 部 分 群 馬 県 沼 田 市 佐 山 町 字 天 正 寺

平 及 び 字 宇 原 戸 並 び に 中 発 知 町 字 宇 原 戸 地 内

２ 使 用 の 部 分 な し

第 ４ 事 業 の 認 定 を し た 理 由

申 請 に 係 る 事 業 は 、 以 下 の と お り 、 法 第 2 0

条 各 号 の 要 件 を す べ て 充 足 す る と 判 断 さ れ る

た め 、 事 業 の 認 定 を し た も の で あ る 。

１ 法 第 2 0 条 第 １ 号 の 要 件 へ の 適 合 性
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申 請 に 係 る 事 業 は 、 群 馬 県 沼 田 市 佐 山 町 字

天 正 寺 平 及 び 字 宇 原 戸 並 び に 中 発 知 町 字 宇 原

戸 地 内 に お け る 約 3 6 , 1 0 0 ㎡ の 土 地 を 起 業 地 と

す る 「 群 馬 県 動 物 愛 護 指 導 施 設 （ 仮 称 ア ニ マ

ル プ ラ ザ ） 建 設 事 業 」 （ 以 下 「 本 件 事 業 」 と

い う 。 ） で あ る 。

本 件 事 業 は 、 群 馬 県 が 動 物 の 適 正 飼 養 等 に

関 す る 資 料 及 び 情 報 を 提 供 し 、 動 物 飼 育 者 等

に 対 す る 講 習 会 及 び 研 修 会 を 開 催 で き る 施 設

並 び に 動 物 と ふ れ あ え る 広 場 等 の 建 設 を す る

事 業 で あ る こ と か ら 、 法 第 ３ 条 第 3 1 号 に 掲 げ

る 「 地 方 公 共 団 体 が 直 接 そ の 事 務 又 は 事 業 の

用 に 供 す る 施 設 」 及 び 同 条 第 3 2 号 に 掲 げ る

「 地 方 公 共 団 体 が 設 置 す る 広 場 」 に 関 す る 事

業 に 該 当 す る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 法 第 2 0 条 第 １ 号
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の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

２ 法 第 2 0 条 第 ２ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

群 馬 県 は 、 「 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る

法 律 」 （ 昭 和 4 8 年 法 律 第 1 0 5 号 。 以 下 「 動 物

愛 護 法 」 と い う 。 ） に 基 づ き 制 定 さ れ た 「 群

馬 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 」 （ 昭

和 6 3 年 群 馬 県 条 例 第 3 0 号 。 以 下 「 動 物 愛 護 条

例 」 と い う 。 ） 第 ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、

動 物 の 適 正 な 飼 養 又 は 保 管 に 関 す る 知 識 の 普

及 、 啓 発 そ の 他 必 要 な 施 策 を 実 施 す る よ う 努

め る も の と さ れ て い る こ と か ら 、 本 件 事 業 を

施 行 す る 権 能 を 有 す る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 法 第 2 0 条 第 ２ 号

の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

３ 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

( 1 ) 得 ら れ る 公 共 の 利 益
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群 馬 県 動 物 愛 護 指 導 施 設 （ 仮 称 ア ニ マ ル

プ ラ ザ ） （ 以 下 「 ア ニ マ ル プ ラ ザ 」 と い

う 。 ） は 、 総 合 的 な 動 物 愛 護 指 導 行 政 を 推

進 す る 基 幹 施 設 と し て 設 置 す る も の で あ る 。

群 馬 県 で は 、 動 物 愛 護 法 に 基 づ き 動 物 愛

護 条 例 を 制 定 し 、 群 馬 県 内 1 1 箇 所 の 保 健 所

に お い て 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 行 政 を 行 っ て

き た と こ ろ で あ る 。 し か し な が ら 、 犬 及 び

猫 等 の ペ ッ ト 動 物 （ 以 下 「 ペ ッ ト 動 物 」 と

い う 。 ） の 飼 養 頭 数 の 増 加 に 伴 い 、 ペ ッ ト

動 物 の 人 へ の 迷 惑 及 び 危 害 事 例 並 び に 動 物

虐 待 等 の 問 題 が 多 発 し て い る 状 況 に あ る 。

平 成 1 3 年 度 の 調 査 に よ る と 、 群 馬 県 に お

け る 犬 の 登 録 頭 数 は 1 5 0 , 0 1 6 頭 で 、 1 0 年 前

の 約 1 . 2 6 倍 （ 3 0 , 6 4 6 頭 増 ） と な っ て い る こ

と が 確 認 さ れ て い る 。 一 方 、 群 馬 県 内 に お
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け る ペ ッ ト 動 物 へ の 虐 待 、 不 適 切 な 飼 養 及

び 保 管 等 に 関 す る 苦 情 は 1 5 , 1 1 5 件 で 、 1 0 年

前 の 約 1 . 2 1 倍 （ 2 , 6 5 8 件 増 ） と な っ て お り 、

ま た 、 犬 に よ る 咬 傷 事 故 は 9 6 件 発 生 し 、 9 7

人 が 被 害 を 受 け て お り 、 さ ら に 、 飼 い 主 不

明 の 収 容 犬 並 び に 飼 い 主 が 飼 育 不 能 の た め

に 引 き 取 っ た 犬 及 び 猫 の 処 分 頭 数 は 8 , 5 1 9

頭 （ 犬 5 , 4 6 1 頭 、 猫 3 , 0 5 8 頭 ） に 達 し て い る

こ と が 確 認 さ れ て い る 。

ま た 、 ペ ッ ト 動 物 は 、 少 子 化 、 高 齢 化 の

よ う な 社 会 構 造 の 変 化 を 背 景 に 人 と の 関 係

が 見 直 さ れ 、 愛 玩 動 物 か ら 伴 侶 動 物 と し て 、

そ の 社 会 的 な 役 割 が 変 化 し て い る 。 特 に 、

動 物 と ふ れ あ う こ と が 動 機 づ け と な っ て 、

体 の 機 能 回 復 、 精 神 的 な 自 信 の 回 復 、 疎 外

感 や 孤 独 の 解 消 等 に 役 立 つ こ と が 注 目 さ れ
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る な ど 、 保 健 、 福 祉 及 び 医 療 等 の 分 野 に お

い て 、 動 物 を 介 在 さ せ る 活 動 及 び 治 療 （ 以

下 「 ア ニ マ ル セ ラ ピ ー 」 と い う 。 ） が 期 待

さ れ て い る 状 況 に あ る 。

本 件 事 業 が 完 成 す る と 、 若 年 齢 層 を 中 心

と す る 動 物 愛 護 思 想 の 啓 発 、 動 物 飼 育 者 に

対 す る 適 正 飼 養 指 導 及 び 情 報 提 供 並 び に 動

物 愛 護 活 動 及 び 動 物 介 在 福 祉 ボ ラ ン テ ィ ア

の 育 成 等 が ア ニ マ ル プ ラ ザ に お い て 効 果 的

に 行 わ れ る こ と か ら 、 現 在 多 発 し て い る ペ

ッ ト 動 物 に 係 る 問 題 の 解 決 等 に 寄 与 す る こ

と が 認 め ら れ る 。

な お 、 本 件 事 業 に よ る 生 活 環 境 等 に 及 ぼ

す 影 響 に つ い て は 、 本 件 事 業 は 環 境 影 響 評

価 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 8 1 号 ） 等 に 基 づ く 環

境 影 響 評 価 の 実 施 対 象 外 の 事 業 で あ る が 、
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起 業 者 が 工 事 期 間 中 の 騒 音 及 び 振 動 並 び に

本 件 事 業 完 成 後 の 犬 の 鳴 き 声 等 に よ る 騒 音

に つ い て 任 意 で 検 討 を 行 っ た と こ ろ 、 本 件

事 業 の 起 業 地 の 周 辺 に は 民 家 が 存 在 し な い

こ と 、 工 事 に は 低 騒 音 型 の 建 設 機 械 を 使 用

す る こ と 等 か ら 、 生 活 環 境 等 に 及 ぼ す 影 響

は 軽 微 で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら

れ る 公 共 の 利 益 は 、 相 当 程 度 存 す る と 認 め

ら れ る 。

( 2 ) 失 わ れ る 利 益

起 業 者 の 調 査 に よ る と 、 起 業 地 内 に は 、

起 業 者 が 保 護 の た め 特 別 の 措 置 を 講 ず べ き

動 植 物 及 び 文 化 財 等 は 見 受 け ら れ な い 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 失 わ

れ る 利 益 は 軽 微 で あ る と 認 め ら れ る 。
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( 3 ) 事 業 計 画 の 合 理 性

本 件 事 業 は 、 多 発 し て い る ペ ッ ト 動 物 の

人 へ の 迷 惑 及 び 危 害 事 例 並 び に 動 物 虐 待 等

の 問 題 の 解 決 等 を 主 な 目 的 と し 、 動 物 の 適

正 飼 養 等 に 関 す る 資 料 及 び 情 報 を 提 供 し 、

動 物 飼 育 者 等 に 対 す る 講 習 会 及 び 研 修 会 を

開 催 で き る 施 設 等 を 建 設 す る 事 業 で あ り 、

本 件 事 業 の 事 業 計 画 は 、 ア ニ マ ル プ ラ ザ に

係 る 各 基 準 に 定 め る 規 格 に 適 合 し て い る と

認 め ら れ る 。

本 件 事 業 の 候 補 地 は 、 犬 及 び 猫 の 処 分 施

設 で あ る 群 馬 県 沼 田 市 佐 山 町 及 び 中 発 知 町

地 内 の 群 馬 県 動 物 管 理 セ ン タ ー （ 以 下 「 セ

ン タ ー 」 と い う 。 ） に 併 設 す る こ と で 、 施

設 管 理 職 員 の 兼 任 及 び 施 設 の 兼 用 等 に よ り

経 費 の 節 減 が 図 れ る こ と か ら 、 セ ン タ ー に
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隣 接 す る 土 地 の う ち 、 造 成 が 困 難 な 急 傾 斜

地 の 存 す る 東 側 か ら 南 西 側 を 除 い た 土 地 か

ら 選 定 し た 。

本 件 事 業 の 候 補 地 と し て は 、 申 請 案 で あ

る セ ン タ ー 北 東 側 案 の ほ か 、

① セ ン タ ー 北 側 案

② セ ン タ ー 西 側 案

が 考 え ら れ る 。

① に つ い て は 、 移 転 を 要 す る 物 件 が 存 し 、

平 坦 地 と 緩 傾 斜 地 が 傾 斜 地 に よ り 分 断 さ れ

て い る 地 形 と な っ て い る た め 、 傾 斜 地 の 大

規 模 な 造 成 が 必 要 と な る こ と か ら 、 事 業 費

が 割 高 と な る こ と 、 バ ス が 通 行 す る 沼 田 市

道 2 7 号 線 及 び バ ス 停 か ら 約 2 0 0 ｍ 離 れ て い

る た め 、 交 通 利 便 性 に や や 難 が あ る こ と 、

湧 水 の 利 用 が 一 部 区 域 に 限 ら れ る こ と 等 か
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ら 総 合 的 に 判 断 し て 合 理 的 な 計 画 と は い え

な い 。 ま た 、 ② に つ い て は 、 移 転 を 要 す る

物 件 が 存 し 、 当 該 候 補 地 の 約 ３ 分 の ２ が 一

部 急 傾 斜 地 を 含 む 傾 斜 地 と な っ て い る た め 、

大 規 模 な 造 成 が 必 要 と な る こ と か ら 、 事 業

費 が 割 高 と な る こ と 、 沼 田 市 道 2 7 号 線 及 び

バ ス 停 か ら 約 3 0 0 ｍ 離 れ て い る た め 、 交 通

利 便 性 に や や 難 が あ る こ と 、 湧 水 の 利 用 が

で き な い こ と 等 か ら 総 合 的 に 判 断 し て 合 理

的 な 計 画 と は い え な い こ と か ら 、 各 候 補 地

を 社 会 的 、 技 術 的 、 経 済 的 条 件 等 を 総 合 的

に 比 較 検 討 し た 結 果 、 本 申 請 案 が 最 も 合 理

的 で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 の 事 業 計 画 に つ い

て は 合 理 的 で あ る と 認 め ら れ る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得



- 11 -

ら れ る 公 共 の 利 益 と 失 わ れ る 利 益 を 比 較 衡 量

す る と 、 得 ら れ る 公 共 の 利 益 は 失 わ れ る 利 益

に 優 越 す る と 認 め ら れ る 。 し た が っ て 、 本 件

事 業 は 、 土 地 の 適 正 か つ 合 理 的 な 利 用 に 寄 与

す る も の と 認 め ら れ る の で 、 法 第 2 0 条 第 ３ 号

の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

４ 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

( 1 ) 事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性

３ ( 1 ) で 述 べ た よ う に 、 ペ ッ ト 動 物 の 虐

待 、 不 適 切 な 飼 養 及 び 保 管 に 関 す る 苦 情 は

増 加 傾 向 に あ り 、 犬 に よ る 咬 傷 事 故 の 件 数

も 多 数 発 生 し て い る と と も に 、 依 然 と し て

処 分 さ れ る 犬 及 び 猫 が 後 を 絶 た な い 状 況 に

あ る 。 ま た 、 社 会 構 造 の 変 化 に 伴 い ペ ッ ト

動 物 に ア ニ マ ル セ ラ ピ ー の よ う な 新 た な 社

会 的 役 割 が 求 め ら れ て い る こ と か ら 、 で き
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る だ け 早 期 に こ れ ら の 問 題 の 解 決 等 を 図 る

必 要 性 が あ る と 認 め ら れ る 。

ま た 、 群 馬 県 が 平 成 1 3 年 ３ 月 に 群 馬 県 総

合 計 画 と し て 策 定 し た 「 2 1 世 紀 の プ ラ ン 」

に お い て 、 「 動 物 に 対 す る 知 識 と 命 あ る も

の へ の 思 い や り を 育 て る 場 と し て 、 動 物 と

ふ れ あ い な が ら 学 べ る ア ニ マ ル プ ラ ザ を 整

備 す る 。 」 と 位 置 付 け ら れ て い る と と も に 、

地 元 か ら も 早 期 完 成 の 強 い 要 望 が あ る 。

以 上 の こ と か ら 、 本 件 事 業 を 早 期 に 施 行

す る 必 要 性 は 高 い と 認 め ら れ る 。

( 2 ) 起 業 地 の 範 囲 及 び 収 用 又 は 使 用 の 別 の 合

理 性

本 件 事 業 に 係 る 起 業 地 の 範 囲 は 、 本 件 事

業 の 事 業 計 画 に 必 要 な 範 囲 で あ る と 認 め ら

れ る 。
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ま た 、 収 用 の 範 囲 は 、 す べ て 本 件 事 業 の

用 に 恒 久 的 に 供 さ れ る も の で あ る こ と か ら 、

収 用 又 は 使 用 の 範 囲 の 別 に つ い て も 合 理 的

で あ る と 認 め ら れ る 。

し た が っ て 、 本 件 事 業 は 、 土 地 を 収 用 す る

公 益 上 の 必 要 が あ る と 認 め ら れ る た め 、 法 第

2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

５ 結 論

以 上 の と お り 、 本 件 事 業 は 、 法 第 2 0 条 各 号

の 要 件 を す べ て 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

第 ５ 土 地 収 用 法 第 2 6 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ る

図 面 の 縦 覧 場 所 群 馬 県 沼 田 市 役 所 健 康 課


